
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日： 平成 29 年４月 28 日  

学校名：県立平塚中等教育学校  

平成 29 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課程 

学習指導 

(1)生徒の個性

や創造性を伸長

し、意欲や探究

心を高める６年

間の一貫した教

育課程編成に取

り組む。 

 

(2)思考力・判

断力・表現力及

びコミュニケー

ション能力の育

成を図る組織的

な授業改善に取

り組む。 

(1)中高一貫の特

長を生かし、意欲

や探究心を高め、

多様なニーズに対

応できる教育課程

の開発を行う。 

 

 

(2)アクティブ・

ラーニングの手法

を取り入れ、生徒

の主体的な学習に

より新たな学力の

育成を図るための

授業研究に取り組

む。 

 

(1)新学習指導要領及び大

学入試改革を見据え、多

様なニーズ対応できる教

育課程開発を検討する。  

 

 

 

 

(2)アクティブ・ラーニン

グの手法を取り入れた活

動例に触れながら、思考

力・表現力と知識・技能

をバランスよく育成する

授業を研究する。 

(1)新学習指導要領

及び大学入試改革

に関する学習会を

実施できたか。 

授業時数確保に向

けた改革案を検討

できたか。 

 

(2)アクティブ・ラ

ーニングの手法を

取り入れた授業を

実践できたか。教

科ごとに、テーマ

に沿った授業研究

を検討できたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

(1)生徒一人ひ

とりの特性や抱

える課題を見極

め、問題解決に

向けて、組織的

な生徒支援体制

を構築する。 

 

 

(2)平塚中等生

として誇りを持

たせ、自覚を促

す生活規律を確

立し、思いやり

の心を持ったリ

ーダーを育成す

る。 

 

(1) 生徒の特性を

多面的に理解する

ため、情報の共有

と外部機関との連

携を推進する支援

体制を充実させ

る。 

 

 

(2)生徒の規範意

識を高め、母校に

対する誇りを持た

せることにより、

社会のリーダーと

しての人格を育成

する。 

(1)生徒一人ひとりの特性

や課題を迅速に把握し、

生徒情報共有会等を通じ

全体で共有する。 また、

保護者等との連携を密に

し、外部機関との連携を

考えた構内支援体制を構

築する。 

 

(2)道徳の授業、ＬＨＲ、

委員会活動を通じ、生徒

の規範意識を高める。 

(1) 生徒の特性や

課題を迅速に把握

し、適切な支援体

制が取れ、ケース

会議等を通じて情

報を共有し生徒理

解につなげること

ができたか。 

 

(2)生徒の規範意識

を高めるような活

動ができたか。 

     

３ 進路指導・支援 

(1)多彩な体験

活動を通して、

豊かな人間性と

次世代を担うリ

ーダーを育成す

るとともに、生

徒一人ひとりの

進路実現に向け

て、生徒が意欲

的に取り組める

よ う に 支 援 す

る。 

(1)キャリア教育

実践プログラムを

検証し、多彩な体

験活動を充実さ

せ、豊かな人間性

や社会観・世界観

を備えたリーダー

を育てる。また、

生徒が、意欲的に

進路実現を図る取

り組みを進める。 

 

(1)-a 多彩な体験活動を

効果的に実施し、自分の

将来像を具体化させると

ともに、学校行事、部活

動等を通じて自主自立の

精神を備えたリーダーを

育成する。 

 

 

 

 

 

(1)-a 事後のアンケ

ー ト 調 査 等 を 通

じ、多彩な体験活

動や学校行事・部

活動等により、自

己の将来像を具体

化できるようにな

ったことや利だー

シップを発揮でき

るようになったこ

と が 確 認 で き た

か。 

     



 

視点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

(1)-b 進路説明会、講演

会、大学模擬授業などの

行事や講習、模擬試験等

を効果的に実施し、生徒

の進路に対する意識を高

める。 

 

(1)-b 進路行事や講

習、模擬試験等を

通じ、進路に対す

る意識が高まった

か。 

 

４ 地域等との協働 

(1)積極的に情

報発信をすると

ともに、地域と

の協働を進め、

地域・保護者に

信頼される学校

づくりを推進す

る。 

 

(1) 地 域 と の 協

働・連携により生

徒の活動の場を広

げ、地域社会に貢

献する意識を高め

る。 

(1)-a 学校ホームページ

や学校紹介パンフレット

の内容・デザイン等を見

直し、効果的な情報発信

や情報収集をする。 

 

(1)-b 地域・保護者と連

携した防災への対応準備

を行う。 

 

 

(1)-c 小学校・聾学校・

盲学校との交流内容を充

実させ、同じ地域に生き

るものとして信頼関係の

構築に努める。 

 

(1)-a 学校ホームペ

ージやパンフレッ

トを改善し、効果

的な情報発信や収

集ができたか。 

 

(1)-b 地域自治会と

避難所運営に関す

る課題についての

確認ができたか。 

 

(1)-c 小学校・聾学

校・盲学校との交

流 内 容 を 充 実 さ

せ、継続実施する

ことができたか。 

     

５ 

学校管理 

学校運営 

(1)職員一人ひ

とりが事故不祥

事防止に努め、

自校に愛着を持

ち、前向きに学

校運営に参画す

ることで「チー

ム学校」を構築

する。 

 

(2)生徒、職員

の防災意識の醸

成を図り、安全

で安心な学校づ

く り を 推 進 す

る。 

(1)事故不祥事防

止を徹底し、教職

員の意識啓発や資

質の向上を図る。

また、職員の意見

が企画に反映され

るような職場作り

を推進する。 

 

 

(2)日常における

防災意識の向上を

図り、緊急時の対

応力や地域に貢献

できる力を育成す

る。 

 

(1)業務を整理し、業務環

境を整えるとともに、各

業務に関する詳細なマニ

ュアルを作成し適切に業

務を遂行する。また、職

員間の情報共有を推進

し、事故防止に努める。 

 

 

 

(2)防災マニュアルのスリ

ム化等により、防災時に

より迅速な対応が可能に

なるよう一層の整備をす

る。また、効果的な防災

訓練により生徒・職員の

防災意識の醸成を図る。 

 

(1)全体で業務環境

の検討・整備を行

う こ と が で き た

か。各業務につい

てのマニュアルを

作成し、適切に業

務 を 遂 行 で き た

か。 

 

 

(2)最新の防災マニ

ュアルに更新し、

防災意識や対応力

の 育 成 が で き た

か。 

     

 

 


